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次 『先学追慕』 思文閣出版 (1982年12月)
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書 館 報 ー 』 2 2 巻 1 号 ( 通 巻 7 8 号 )
東北大学附属図書館(1997年6月30日)
(まつだ　ひろし)
附属図書館百周年
自立・共同・発展のイニシアチブ
―京都大学図書館システムの新展開へ―
附属図書館情報サービス課図書館専門員　　澤　居　紀　充
二つの要請
明治維新、戦後改革に次ぐ第3の改革といわれ
る「行政改革」は、経済、金融、社会保障、財
政、教育、行政の６つの分野におよび、国立大
学と大学図書館の存立基盤を大きく変えようと
している。これが大学における教育と研究、大
学図書館の発展となるかどうか。少なくとも今
現れている予算の削減または「重点配分」と定
員の大幅削減という動きをみると、大学図書館
受難の時代といっても過言ではない。
このいわば「難局」を切り抜けるためにさま
ざまな課題が提起され、従来の大学行政からみ
ると、相当大胆な改革も行われようとしている。
他方、大学図書館に対する利用者の要求も強
まり、情報と文献の入手における国際的な水準
からの遅れを日常的に体験した利用者からは、
怒りの声も図書館にぶつけられて来ている。こ
れは大学内外における教育と研究、生涯教育な
どの深化・拡大にもとづくものであろう。
これら二つの要請に対して、われわれ図書館と
図書館職員はどんな態度をとればよいのだろう
か。
利用者の要求と図書館の発展
われわれの基本的態度は以下のようでありた
い。すなわち利用者とともに利用者の要求実現
へ努力すること。利用者の要求を身勝手なもの
とだけ見たり、感情的なものとして排したりせ
ず、図書館職員の専門性を発揮して、その要求
実現の方途を考えなければならないと思う。当
面の困難な諸条件にひるんで、その実現を初め
からあきらめていては、図書館の存立の基盤そ
のものを掘り崩すことになる。そして利用者の
要求は発展し、それに積極的に応える努力を通
じて図書館も発展する。
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